
「絵巻物」を読む  第２回～  「一遍聖絵」①～
絵巻物のなかでも、もっとも多くの情報をもっているのが「一遍聖絵」。
14世紀前半の製作で、時宗の開祖一遍が約15年にわたって遊行するようすを描いています。
そこには、一遍の念仏による勧進法（踊り念仏）や道往く人々の処世法などが。
身分を問わず人と人との触れ合いが豊かな時代―「お月見」ものぞけるかな。
日　時　9月21日（火） 18：30～20：00　　参加費　会員 1,150円　ビジター 1,650円
場　所　五十鈴塾右王舎　　定　員　20名

十六夜に集う
その昔、月日の流れを知る方法は月の満ち欠けをもととする太陰暦といわれる暦がメソポタミアや中国で発祥しました。
月は人類にとって大切な存在、太陽の神が天照大御神ならば月の神は月読命、月を読む暦の神ともいわれています。
その月を愛でて楽しむことは平安時代からおこなわれてきました。月を見ながら歌を詠んだり管弦を催したり。
庶民が月見を楽しむようになったのは江戸時代になってからで、十五夜だけでなく一月遅れの十三夜も行事となりましたが、
月見に加えて五穀豊穣を祈る行事になっていったようです。
稲穂に似た芒を飾り、里芋や月見団子、柿やクリなど季節の果物を供えて豊作を祈りました。
それぞれの十五夜行事があろうかと遠慮をして一日遅れの十六夜の月を神崎塾長と愛でてみたいと思います。
日　　時　9月22日（水） 18：00～20：30　  参加費　会員 5,800円　ビジター 6,300円（食事・抹茶・菓子付き）
集合場所　おはらい町通り食事処 ｢すし久｣ （18：00に直接「すし久」にお集まりください）
場　　所　杉

さんぷうそう
風荘　　定　員　20名限定

日本各地から地方色が失われています。そして、季節の風情や味覚までも。
つまり、日本文化を構成する多様性が失われつつあるのです。何をもって「日本らしさ」かというのも議論がわかれるところですが、
五十鈴塾が注目する「日本らしさ」に神崎塾長と出会いに行ってみたいと思います。
回数を重ねると、次代に繋げなければならない何かが見えてくることを期待して、歩いて・見て・話しあってみましょう。

『「日本」に出会う』シリーズ  第19回

特別企画講座

神崎宣武  特別講座 講師　神崎  宣武  民俗学者・神崎研究室室長五十鈴塾塾長

伊勢流神楽の行方 講 師　櫻井  治男  皇學館大学名誉教授

ある時期には日本人の6人に1人が伊勢参りをしたという江戸時代、お参りから宿、食事一切を一手に引き受けて仕切ったのは御師とよばれる人々。
外宮内宮合わせて800家以上あり、莫大な権力と富を手にしていました。
明治になって廃絶されその痕跡はほとんど残っていません。今は神宮でおこなわれている神楽の奉納もその当時は御師の館などで催されていました。
今の神宮神楽は明治6年に宮内庁楽部の指導を受けた舞楽です。では御師の館でおこなわれていた神楽はどんなものだったんでしょう ？
断片的に残っている絵図から推察すると湯立神楽をはじめいろいろあったようです。もはやその名残はどこにもないのでしょうか ？
日　　時　9月27日（月） 13：30～15：00　　参加費　会員 850円　ビジター 1,350円
場　　所　五十鈴塾右王舎　　定　員　20名 

講 師　西山  克  京都教育大学名誉教授

熊野は古代より神秘的な聖地とされ、修験道の修行の場として知られていました。
平安中期になり末法思想が世に広まり、救いを求めて阿弥陀信仰が盛んになると、浄土の地としてクローズアップされ、天皇をはじめ貴族などが続 と々
参詣に訪れました。以来熊野信仰は大きく広まり、全国的なものとなってゆきましたが、その一翼を担ったのが熊野比丘尼といわれる女性たちの集団でした。
彼らは熊野信仰勧誘のために全国に散らばり、参詣曼荼羅を用いてわかりやすく絵解きをしました。中でも那智参詣曼荼羅は作例が最も多く、
今に残っているものも多くあります。この曼荼羅図を詳細に見ると当時の人々の生きざまがひしひしと伝わってくるようです。
曼荼羅図の第一人者である西山先生にじっくりとお伺いします。
日　　時　10月20日（水） 13：30～15：00　　参加費　会員 1,150円　ビジター 1,650円
場　　所　五十鈴塾右王舎　　定　員　20名

土くれをこねて焼くと器になる、そんな単純な作業がこのうえなく楽しいのはなぜでしょう。
入れ物を作るだけならどんな形でもどんな色でも良さそうなものですが、太古の昔から人はさまざまな文様や美しい色、そして形を作り出してきました。
美しいものを作り出すからこそ人間だとも言えます。さあ皆さんも挑戦してみましょう。
自分が作った器や花瓶が身近にあるというのも嬉しいものですよ。（エプロンとタオルをお持ちください）

9月9日（木）　「手びねりの基本」
陶芸と一口に言いますが、実は陶器と磁気の種類があって、この２種は材料が違います。
陶器は土ものといって伊賀焼とか信楽焼に代表されるようにゴツゴツした感じです。磁気は長石や硅石を含むもので、基本真っ白で焼きが固く
透明感があります。講座で作るのは陶器で、どんなに下手（？）でも、それなりのあじわいが出てくるので不思議です。
にわか陶芸家になったようで気分がいいものです。一度挑戦してみませんか。

10月14日（木）　｢絵付け｣
前回作ったものに絵を描いてゆきます。絵の具のような呉須という青色の染料ですが、あまり深く考えずに思いのままに描いてゆけばそれは
それで良いのですが、やっぱりやるからには素敵にと細い筆と太い筆を使い分けて凝った絵付けをする方もいます。
どんな柄にしようかと前もってプランを持っておくと良いのでは ？  アクセント用に緑色やピンクもありますよ。

11月11日（木）　「打ち込み型を使って」
これはろくろを使わずに土を平らに伸ばして、石膏の型に張り付けてゆくとても簡単な方法です。
土のあつさが均一になるので出来上がってからの手触りがとてもいいのです。
型はいろいろと先生が用意をしてくださいますので、好みのものを選びましょう。
自分で金属やプラスチックの変わった形のものを用意するのもいいですね。（この回でつくった作品は後日お渡しすることになります）

　参加費　（３回分） 　会員  7,350円　ビジター  8,850円（材料費含む）

◇9月～11月　各日 18：30～20：00　　定員 15名

３ヶ月シリーズ講座３ヶ月シリーズ講座 講 師　村上  光男  陶芸家はじめての陶芸

昆布は縄文時代から食べられていたらしいといわれていますが、記録の上で確認できるのは奈良時代です。
昆布も鰹もこのころから食卓に上っていましたが、出汁としての利用はずっと後のことのようです。
昆布は親潮海流域で生育するもので、北海道と三陸海域が主な産地です。
最高級品の真昆布、オニコンブとも言われる羅臼昆布をはじめ利尻昆布、細目昆布、日高昆布などなどおなじみの名前が並びます。
出汁としての利用は安土桃山時代からで本格的になったのは江戸時代、北前船で北海道の産物が大坂に集まるようになってからです。
昆布の上品な味が京都を中心とした料理に欠かせないものとなり出汁文化が発展しました。
一方関東は鰹出汁が発達しました。江戸は北からの人間が集まり肉体労働がさかんな場所、食には塩が欠かせないもので濃い醤油味が好まれました。
昆布だしでは上品すぎるのと価格が高いのでカツオの出汁が発展したようです。
ただし江戸も吉宗の時代になると経済が発展し大商人が出てきて味も関西風のものが好まれるようになり、昆布の出汁も出番が多くなりました。
出汁一つとっても世の中の動きと深い関係があるのですね。
今回は相可高校の生徒に繊細な昆布出汁の料理を作っていただいて、食べ比べるという贅沢な講座です。
日　時　11月23日（火・祝） 11：00～13：30　　参加費　会員 3,500円　ビジター 4,000円（食事代含む）
場　所　五十鈴塾右王舎　　定　員　20名

聖地巡礼その2  ～那智参詣曼荼羅～

関西料理はこぶの味がきめて  ～こぶの味のうんちく学～ 　　  　村林  新吾  一般社団法人  未来の大人応援プロジェクト理事講 師　　  　西岡  宏起  相可高校食物調理科専門調理師教諭


